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草津栗東行政事務組合ハラスメント防止指針 

令和８年３月策定 

 

第１ はじめに 

 本ハラスメント防止指針は、職場におけるハラスメントおよび行政サービス利用者等からのハ

ラスメントを防止すること、そして、ハラスメントが発生した際の適切な対応を図ることを目

的として策定します。 

 

 

第２ 基本方針 

  一、意識の改革 

全体の奉仕者である公務員として相応しい言動に努め、ハラスメントが人権問題であるこ

とや、その影響の重大性について、常に認識し、行動します。 

一、被害の防止と支援 

ハラスメントに対する相談体制を整備・周知し、具体的事案が発生した際は、被害者のセカ

ンドハラスメントやプライバシー等の保護、心のケアなど、速やかに適切な対応をとります。 

一、厳正な対処 

ハラスメントが発生した際は、行為者に対しての指導と併せて、懲戒処分など、厳正に対処

します。 

 

 

第３ 定義 

  ・ハラスメント 

他者に対する言動によって、本人の意図とは関係なく、相手を不当に不快にさせるなど、精神

的・身体的な苦痛を与える行為。 

  ・パワーハラスメント 

職務に関する優越的な関係を背景とした言動であって、業務上必要かつ相当な範囲を超えた

ものにより、職員の就業環境が害されるもの。 

  ・セクシャルハラスメント 

   職場内・職場外における、他者を不快にさせる性的な言動。意に反する性的な言動により、そ

の職員が不利益を受けたり、就業環境が害されるもの。 

  ・妊娠・出産・育児休業等に関するハラスメント 

   職員の妊娠・出産、不妊治療、出産・育児のための休暇制度利用等に際し、上司・同僚からの

言動により、当該職員の就業環境が害されるもの。 

  ・カスタマーハラスメント 

   他の事業者や行政サービス利用者等が行う、要求を実現するための手段・態様が、社会通念

上不相当なものであることにより、職員の就業環境や業務遂行を阻害し、もしくは職員の尊

厳を傷つけるもの。 
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第４ 該当する行為 

  以下は例示であり、この限りではない。 

パワーハラスメント ・殴打、足蹴りを行う 

・相手に物を投げつける 

・人格を否定するような言動を行う 

・業務の遂行に関する必要以上に長時間にわたる厳しい叱責を

繰り返し行う 

・他の職員の面前で大声での威圧的な叱責を繰り返し行う 

・自身の意に沿わない職員に対して、仕事を外し、長時間にわた

り別室に隔離したり、自宅研修させたりする 

・１人の職員に対して同僚が無視をし、職場で孤立させる 

・長時間にわたり、肉体的苦痛を伴う過酷な環境下で、勤務に直

接関係のない作業を命じる 

・新卒採用者に対し、必要な教育を行わないまま到底できないレ

ベルの業務目標を課し、達成できなかったことに対して激しく

叱責する 

・気にいらない職員に対し嫌がらせを目的として本人の役職や

能力に見合った業務を与えないまたは補助的な業務のみに従

事させる 

・職員を職場外でも継続的に監視したり、私物の写真撮影をした

りする 

・職員の性的指向・性自認や病歴、不妊治療等の機微な個人情報

について、当該職員の了解も得ずに他の職員に暴露する 

セクシャルハラスメント ・性的な事実関係を尋ねること 

・性的な内容の情報（噂）を流布すること 

・性的な冗談やからかい 

・食事やデートへの執拗な誘い 

・個人的な性的体験談を話すこと 

・性的な関係を強要すること 

・必要なく身体へ接触すること 

・わいせつ図画を配布・掲示すること 

・強制わいせつ行為 

妊娠・出産・育児休業等

に関するハラスメント 

・時間外労働の免除について上司に相談したところ、「次の人事

異動の際には昇進させない」と言う 

・制度の利用の請求をしたい旨を上司に相談したところ、上司が

その職員に対し、請求しないように言う 

・制度の利用の請求をしたところ、上司がその職員に対し、請求

を取り下げるよう言う 
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・上司、同僚が「自分だけ短時間勤務をするのは周りを考えてい

ない。迷惑だ」と繰り返し継続的に言い、就業をする上で、看

過できない程度の支障が生じている 

・介護休業を請求する旨を周囲に伝えたところ、同僚から「自分

なら請求しない。あなたもそうすべき」と言われ、「自分は請

求したい」と再度伝えても、同様の発言をされる（取得を諦め

ざるを得ない状況にされている） 

・上司、同僚が「妊婦はいつ休むか分からないから仕事は任せら

れない」と繰り返し継続的に言い、仕事をさせない状況となっ

ており、就業をする上で看過できない程度の支障が生じている 

・上司、同僚が「妊娠するなら忙しい時期を避けるべきだった」

と繰り返し継続的に言い、就業をする上で看過できない程度の

支障が生じている 

カスタマーハラスメント ・長時間、職員を拘束する 

・長時間、居座りをする 

・長時間、電話を続ける 

・理不尽な要望について、繰り返し、電話での問い合わせや面会

を求めてくる 

・頻繁に来庁し、その都度、クレームを言う 

・度重なる電話 

・複数部署にまたがって、複数回クレームを言う 

・大声での恐喝、罵声、暴言 

・執拗に職員を責める 

・「馬鹿」「阿保」などの侮辱的発言 

・人格を否定する発言 

・名誉を毀損する発言 

・殴る 

・蹴る 

・たたく 

・物を投げつける 

・わざとぶつかってくる 

・唾を吐きかける 

・「殺されたいのか」といった脅迫的な発言をする 

・反社会的勢力との繋がりをほのめかす 

・異常に接近してくる 

・物を壊すと脅す 

・ＳＮＳやマスコミへの暴露をほのめかす 

・正当な理由なく、権威を振りかざし、要求を通そうとする 
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・断っても、執拗に特別扱いを要求する 

・謝罪、土下座、職員の異動、辞職を要求する 

・優位な立場（市長や議員の知り合いをかたる者、元職員等）に

いることをほのめかす発言をする 

・自らの要求を繰り返し、通らない場合は、言葉尻を捉え、粗探

しをしてくる 

・同じ質問を繰り返し、対応のミスが出たところで、執拗に責め

る 

・市役所の落ち度に対しての一方的なクレーム 

・当初の話からすり替え、揚げ足を取り、執拗に攻め立てる 

・言いがかりによる金銭要求 

・私物（スマートフォン、 ＰＣ等）の故障についての金銭要求 

・難癖をつけた未払い、料金の返金要求 

・制度上対応できないことへの要求（必要な手続の拒否、不備不

当な手続きの許可など） 

・担当業務外の苦情（国、県、市町に関するもの） 

・業務時間外の対応要求 

・個人、上司、性別、年齢等、特定の職員を指名する対応要求 

・自宅や特定の喫茶店などに呼びつける 

・カメラやスマートフォン等による職員や職場の無断撮影、録音 

・インターネット上に、名誉を毀損する情報、プライバシーを侵

害する情報を掲載する（氏名、写真、映像、音声等の個人情報

や、職員の対応状況等の流布） 

・市役所や職員の信用を毀損させる目的で投稿する 

・職員を誹謗中傷するビラを配布する 

・身体に触る等のわいせつ行為 

・待ち伏せ 

・つきまとい 

・盗撮 

・食事やデートに執拗に誘う 

・性的な冗談といった発言を行う 

・正当な理由もなく、業務スペースへ立ち入る 

 

 

  



5 

 

第５ 対応 

  上記の例を含め、ハラスメントと認められる行為があった場合は、以下のとおり対応します。 

   

  ①方針等の明確化およびその周知・啓発 

   指針を組合ホームページに掲載し、広く周知・啓発することで、ハラスメントを許さない組

合の基本姿勢を、明確に打ち出します。また、構成市の「懲戒処分に関する指針」について、

職員に周知します。 

 

  ②相談に応じ、適切に対応するために必要な体制の整備 

   構成市の相談窓口等について、職員に周知します。 

 

  ③職場におけるハラスメントに係る事後の迅速かつ適切な対応 

   構成市人事担当課等から、被害者（相談者）・行為者への聞き取りを求められた際は、積極的

に協力するよう、職員に周知します。 

   ハラスメントが疑われる事案については、被害者、行為者、上司、その他の関係者に対する調

査や協議等を通じて、迅速かつ適切な解決を図ります。 

ハラスメントが確認された場合は、その事案の内容や状況に応じて、被害者・行為者の関係改

善に向けた支援、被害者・行為者を引き離す等の対応を行い、被害者の回復に努めます。 

組合職員に対する分限・懲戒は、構成市において行われるため、処分の事由の発生した都度、

構成市・組合間で、迅速に協議を行います。 

また、構成市が開催する、ハラスメントに関する職場研修等に参加します。 

 

  ④職場における妊娠、出産等に関するハラスメントの原因や背景となる要因を解消するための

措置 

配慮が必要となる職員への業務の偏りを軽減するよう、業務内容の点検を行い、適切に分担の

見直しを行います。 

 

  ⑤職場におけるカスタマーハラスメントへの対応の実効性を確保するために必要なその抑止の

ための措置 

   草津栗東行政事務組合ハラスメントマニュアルの内容について、職員に対し、周知を行いま

す。 

 

  ⑥上記の措置と併せて講ずべき措置 

   ハラスメントに関する相談またはその措置に関与した職員は、関与した後も含めて、被害者

および関係者のプライバシーの保護と、知り得た秘密の厳守を徹底します。 

また、ハラスメントの申出や情報提供をした者が、不利益を被らないようにします。 

ハラスメントの申出者や情報提供をした者が不利益を被らないよう、関係者を保護するとと

もに、不利益を被らないよう職員に周知・啓発を行います。 


